
　　改善箇所説明図

　識別：フレーム裏側に白色ペンキで識別マーキングをする

タイヤローラの走行用油圧ポンプにおいて、ポンプ内で使用されているピンリンクを加工する
設備の管理が不適切なため、加工不良により強度が不足するものがある。そのため、当該ピ
ンリンクの摩耗が進行し、ポンプ内で脱落することによりピンリンクが他の内部部品を損傷さ
せ、最悪の場合、駐車ブレーキの解除ができなくなり走行不能となるおそれがある。

全車両、走行用油圧ポンプを良品に交換する。
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改善措置の内容

基準不適合状態にあると認められる構造、装置又は性能の状況及びその原因

改善箇所

【走行用油圧ポンプ】

不具合発生箇所

【ポンプ内部構成部品】

※は不具合部品を示す。

注：□内は交換部品を示す。


